
現場アセスメントキット
自閉症ｅサービス全国ネット（2026年度）
※今回紹介する写真には、一部、評価キットのものがあります

新しいアセスメントツール



現場アセスメントキットの概要

• これまで自閉症ｅサービスが提供してきた「評価キット」を
もとに、より現場の実情とニードに対応する「現場アセスメ
ントキット」を開発した

• インフォーマルアセスメントのキットとして、支援現場で使用
することを想定している

• 2026年6月にA1シリーズを販売し、年内に、順次
A2/A3を発表していく

• 2027年にB1/B2/B3シリーズを改定する

現在の
評価キット

販売予定
現場アセス
メントキット

A1+D&L 2026.6 A1-base

A1-practice

A2+D&L 2026.秋 A2-base

A2-practice

A3 2026.冬 A3-base

A3-practice

B1/B2/B3
2027
春～夏

B1/B2/B3の
base/practice



A1の改定ポイント

• 現評価キットの課題（材料）を有効活用する

• 評価キットを保有済みの場合は、「追加セット」を購入
すれば対応できる

• baseとpracticeの2種類

• base⇒認知レベルと基本スキルを確認する

• practice⇒実際の生活場面の組立に必要な情報を
確認する

• 現場でいつでもアセスメントできるよう、各評価項目
は個々に単独でも実施できる

• 各評価項目の実施手続きと評定基準は簡素化し、よ
り柔軟に取り扱える

• スキル・学習スタイルを幅広く評価できる

現場アセス
メントキットA1

追加セット
現評価キットをお持
ちの方

フルセット
新規購入の方

A1-base 5,000円 35,000円

A1-practice 5,000円 35,000円

解説動画
全2本（別売）

年間パスあり
年間パスなし

3,000円/本
5,000円/本



実施マニュアルと記録用紙

• 各評価項目について、実施マニュアルと
記録用紙が1枚にまとめられている

• 評価者は、対象者に評価したい項目を、
必要な部分のみ抜粋して使用できる

• 実施マニュアル（＝手続き）は一般的な
やり方が記載されているが、対象者に合わ
せてより柔軟に実施することが期待されて
いる

• 評価者は、実施マニュアルを確認しながら、
その場で実施し、記録できる

• 評価点だけでなく、実施場面で観察した
具体的なスキルや学習スタイルを記録する
こともできる



評価点と記録の取り方
• 評価点0点は、社会的に許容できる「適切」で
「自立」した取り組みであることを意味する

• 評価点の点数が増えるほど手厚い支援・配慮が
必要なことを示唆する

• 実施記録欄には、客観的な行動を記録する。主
観的な感想や解釈は、「○○と思った／捉えた」
などと記載し、根拠となる実際の客観的な行動と
合わせて記述するようにする

• 例）「Aの課題が出されると本人から自発的な笑顔
が見られ、とても前向きに自立的に課題に取り組んで
いた。そのため、この課題は特に本人が好きな課題で
はないかと評価者は捉えた」

• 本人が課題にうまく取り組めない場合、技能的に
難しいのか、あるいは課題の意味を理解できてい
なかったり、感覚過敏や不安が強くて取り組めな
かったのかなど、その理由・事情を考察する必要が
ある



A1-baseのねらいと内容

• 対象は、青年・成人期の重度知的障害を伴う自閉症の人

• 現場においてインフォーマルアセスメントを実施するためのキッ
ト（25項目、フルセットで約70分）

• 療育手帳A判定や強度行動障害の状態にある当事者に
実施可能な内容

• A1-baseは、主に、当事者の認知とコミュニケーションの
特徴を確認し、本人が理解できる伝え方や構造化のため
の基本情報を提供する

• A1-baseに引き続き、practiceキットが用意されており、こ
ちらは主に職業/学習、家事、余暇活動等の日々の活動
の組立てに必要なアセスメント情報を得ることができる

時間 スケジュールの提示例 課題No

15分 あいさつ（＋勉強/作業） No1～7

5分 休憩 No8

15分 勉強/作業
No10～
15

5分 休憩 No16

5分 トイレ、手洗い No17

15分 おやつ（＋お話）、片付け
No18～
22

10分
休憩
（＋関係者への聞き取り）

No23～
25

さようなら/家に帰る

※一般的な流れ／抜粋して一部実施も可



No 領域 評価課題 評価点0～4

1
コミュニ
ケーション

挨拶 □□□□

2 認知 名前の理解 □□□□

3 認知 実物と写真の理解 □□□□

4 認知 色と形の理解 □□□□

5 認知 数字と数の理解 □□□□

6 認知 あいうえおの理解 □□□□

7 認知 文字と絵の理解 □□□□

8 認知 活動の選択と移動 □□□□

9 余暇 休憩の過ごし方① □□□□

10 認知 スケジュールの使用 □□□□

11 学習/職業 プットイン課題と1種の作業 □□□□

12 学習/職業 3種の自立課題とワークシステム □□□□

13 認知 時計の理解 □□□□
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A1-baseの評価項目
No 領域 評価課題 評価点0～4

14 認知 カレンダーの理解 □□□□

15 認知 お金の理解 □□□□

16 余暇 休憩の過ごし方② □□□□

17
身辺自立・
家事

トイレ・手洗い □□□□

18
身辺自立・
家事

おやつの準備 □□□□

19
身辺自立・
家事

おやつとおやつの片づけ □□□□

20
コミュニ
ケーション

簡単な会話と言語指示 □□□□

21
コミュニ
ケーション

簡単な絵の説明 □□□□

22
コミュニ
ケーション

片付け（指示の理解） □□□□

23 余暇 休憩の過ごし方③ □□□□

24 その他 環境への反応 □□□□

25 その他 関係者への聞き取り □□□□
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A1-baseの評価項目（例示）
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A1-baseの評価項目（例示）
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A1-baseの評価項目（例示）
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A1-baseの評価項目（例示）
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A1-baseの評価項目（例示）
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A1-baseの評価項目（例示）



A1-practiceのねらいと内容

• 対象は、青年・成人期の重度知的障害を伴う自
閉症の人

• 現場においてインフォーマルアセスメントを実施する
ためのキット（25項目、フルセットで約85分）

• 療育手帳A判定や強度行動障害の状態にある当
事者に実施可能な内容

• A1-practiceでは、主に学習/職業、家事、余
暇活動等の日々の活動の組立てに必要なアセス
メント情報を得る

• A1-baseや他のアセスメントツール、家族・関係者
からの聞き取り等を通して、より総合的なアセスメン
ト情報を得て、具体的な支援プランの作成・実施
につなげる

時間 スケジュールの提示例 課題No

10分 あいさつ（＋勉強/作業） No25～28

5分 休憩 No29

10分 勉強/作業 No30～32

5分 洗濯物 No33～34

15分 買い物 No35～36

15分 手洗い、調理とおやつ No37～40

5分 休憩 No41

15分 ゲームと運動、片付け No42～45

10分 休憩（関係者に聞き取り） No46～48

さようなら/帰宅

※一般的な流れ／抜粋して一部実施も可



No 領域 評価課題 評価点0～4

26
コミュニ
ケーション

挨拶と活動場所の案内 □□□□

27 認知 スケジュールの使用 □□□□

28 学習/職業 3種の1:1課題 □□□□

29 学習/職業 2種の1:1課題と1種の作業 □□□□

30 余暇 ジグソーパズル □□□□

31 余暇 休憩の過ごし方① □□□□

32 学習/職業 流れ作業と中断・追加 □□□□

33
コミュニ
ケーション

お遣い（材料の要求） □□□□

34 学習/職業 数数え □□□□

35
身辺自立・
家事

洗濯物たたみ □□□□

36
身辺自立・
家事

洗濯物の収納 □□□□

37
身辺自立・
家事

買い物の準備と実施 □□□□

38
身辺自立・
家事

買った物と残金・レシートの確認 □□□□
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A1-practiceの評価項目
No 領域 評価課題 評価点0～4

39
身辺自立・
家事

手洗い □□□□

40
身辺自立・
家事

おやつの準備（ジグシートの使用） □□□□

41
身辺自立・
家事

簡単な調理 □□□□

42
身辺自立・
家事

おやつとおやつの片づけ □□□□

43 余暇 休憩の過ごし方② □□□□

44 余暇 トランプゲーム □□□□

45 余暇 キャッチボールとボール入れ □□□□

46 余暇 リラックスタイム □□□□

47
コミュニ
ケーション

片付け（指示の理解） □□□□

48 余暇 休憩の過ごし方③ □□□□

49 その他 環境への反応 □□□□

50 その他 関係者への聞き取り □□□□
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A1-practiceの評価項目（例示）
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A1-practiceの評価項目（例示）
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A1-practiceの評価項目（例示）
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A1-practiceの評価項目（例示）
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A1-practiceの評価項目（例示）
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評価から支援へ（１）
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評価から支援へ（２）
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評価から支援へ（3）



現場アセスメントキットの可能性

• 本人のことをよく知るためのツール

• 「支援のための評価」を再確認する

• 「評価のための評価」ではない

• スコア（評価点）より、具体的なスキル・学習スタ
イル・興味関心を確認する

• 評価をしながら支援を考える

• 現場の状況に合わせて柔軟に実施する

• フルバージョン or 単回ごとの実施

• 現場のニードに合わせて、評価課題を組み合わせ
る（項目、場所、時間帯・・・）

• 系統的なプロンプトの操作

• 追加（補足）の課題

• 適切な環境調整

• 落ち着いて過ごせる環境

• ハイリスク場面の整理

• 適切な学習/職業課題の設定

• 合格のスキル、芽生えのスキル

• 興味関心、学習スタイル、本人・家族の希望

• 構造化のアイデア

• スケジュール、ワークシステム、マテリアルストラク
チャー、物理的整理統合

• コミュニケーション支援のアイデア

• 理解/表現/やりとり

• 教授方法
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まとめ
現場アセスメントキット（2026年度）

「評価キット」から「現場
アセスメントキット」へ

本人のことをよく知るため
のツール

支援チーム・家族・関係者
と共有する

支援のための評価⇒すぐに
支援プログラムに移行する
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